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迫力満点！オープニングは中ノ庄虫送り太鼓 今年度は記念すべき10周年の軌跡も展示しました
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　第10回能美市民ボランティアフェスティバルを8月6日に開催しました。
　能美市が誕生した平成17年に「ボランティアと福祉の集い」としてスタートし、平成20年に
「環境フェア」と「健康まつり」が一緒になり「能美市民ボランティアフェスティバル」として新た
にスタートしました。今回の開催に当たり10回を記念したコーナーを設置し、ボランティア川柳も
募集しました。その間、参加するボランティアグループや高齢者・障がい者施設も増えてきましたし、
社会でのボランティアに対する理解も進んできたように思います。
　地域包括ケアシステムの構築、「我が事・丸ごと」という地域共生社会の実現が求められている中で、このボラフェス
10周年を機会にボランティア活動として、地域で何ができるか改めて考えていかなければと思っています。　

第10回能美市民ボランティアフェスティバルを振り返って
実行委員長　栗山　よしみ

旋律の響きが広がるゆめぼらコンサート３病院の院長・副院長が参加

健康チェック　健康は何よりの宝物 狙いを定めて投げてみよう！ クイズに正解してるかな？

のみんちゃんと握手　手がおっきい！ 奇想天外　マジックショー！ 防災の準備をして下さい!!
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　 第10回
能美市民ボランティア
フェスティバル

地域福祉推進のマスコット
「のみんちゃん」
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3 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターは、能美市ふれあいプラザの2階にあります。

冷たいかき氷は
いかがですか？

プレゼントと一緒に届けたい
ありがとうの気持ちを！

スーパーボールたくさんすくえたよ!!

会場は賑やかな雰囲気に
包まれました～

バルーンアートで何ができるかな!!

当たるかな？
抽選券を握る手に力が入ります！
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大人の体力測定
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能美市民ボランティアフェスティバルの「運営スタッフ」に
多くの中・高生がボランティアとして参加し、若い力で、暑い会場を超える熱さで盛り上げてくれました ! !

飲食コーナー

大抽選会

ふれあいステージ

展示・体験コーナー

飲食コーナー

大抽選会

ふれあいステージ

展示・体験コーナー

飲食コーナー

大抽選会

ふれあいステージ

展示・体験コーナー

飲食コーナー

大抽選会

ふれあいステージ

展示・体験コーナー

ボランティア活動に参加して

・ 知らなかったボランティア団体を知ることが出
来て良かった。
・ 知らなかった事をたくさん知れた。
・ いろんな人にありがとうと言ってもらえてうれ
しかった。
・いろんな人達と協力して達成感を得られた。
 （一部抜粋）

ボラフェス
特別編

前日のパネル設営から、

当日の運営まで、お手伝いをしてくれた

小松商業高校の学生ボランティア

の皆さん。
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　私達は、これまでは「歌謡サークル」でレッスンと発表会のほか、依頼
があれば、福祉施設等への訪問をしておりました。
　このたび、会員で、マジックが出来る方がおりますので、「歌とマジッ
クの会」として、新しく登録させて頂きました。その事もあり、今年度は
「いきいきサロン」等からも依頼を受ける事が増えてきました。
　依頼先へ伺うと、皆さん、はじめは少し緊張も感じられますが、知って
る歌や聞いた事のある歌になると、一緒に歌ったり、手拍子されたり、だ
んだん顔がほころんできます。一曲終わるごとに拍手を頂き、私達もほっ
とします。
　これからもご依頼があれば、出来る限り訪問していきたいと思います。

　「小さいお子さんからお年寄りの方まで、たくさんの方たちとおはなしを楽しむ」。
　そんなおはなし会活動を始めて14年が経とうとしています。おはなし会で使うパネルシアターや
ペープサート、寸劇の小道具もメンバー
の手作りです。見ている人に分かりやす
く伝えるためにおはなしをアレンジし、
見るだけでなく楽しく参加してもらえる
おはなし会を考えながら、自分たちも楽
しんでいこうと思っています。

   歌とマジックの会　代表　本　博雄

　記念すべき、第10回能美市民ボラ
ンティアフェスティアバル、皆様　楽
しんで頂けましたか？
　私は、10回とも、実行委員をさせ
て頂きました。実行委員会や準備に片
づけと、大変な事もありますが、ボラ
ンティアが集まる、年に一度の同窓会
のようでワクワクします。来年は、皆
様もワクワク気分を味わいませんか！
お待ちしています。
 西井　直江

きまっしボランティア
（編集後記）

　今年広島県で行われるボランティア　
全国フォーラム2017は、「ボランティア活動や
市民活動」のあらゆる可能性について語り合い、活動の
将来展望に対する認識を深めることとして開催します。
　詳しくは、「ボランティア全国フォーラム2017」のホー
ムページをご覧下さい。

開 催 日：平成29年11月18日（土）・19日（日）
メイン会場：福山ニューキャッスルホテル

お問合せ先：社会福祉法人福山市社会福祉協議会
　　　　　　TEL　084-928-1330

ボランティア活動紹介
おはなしの会 トゥインクル 代表　小西　彰子

ボランティア
全国フォーラム
2017開催


